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【第208回国会】令和４年３月16日（水）、第４回の委員会が開かれました。 

１ 豪雪地帯対策特別措置法の一部を改正する法律案起草の件 

・稲田朋美君外６名（自民、立民、維新、公明、国民）から、起草案を成案とし委員会提出の法律案と

して決定すべしとの動議が提出され、提出者近藤和也君（立民）から趣旨説明を聴取しました。 

・提出者稲田朋美君（自民）及び政府参考人に対し発言がありました。 

・衆議院規則第48条の２の規定により内閣の意見を聴取したところ、斉藤国土交通大臣から「特に異存

はない」旨の発言がありました。 

・採決を行った結果、全会一致をもって起草案を成案とし、これを委員会提出の法律案とすることに決

しました。 

（賛成－自民、立民、維新、公明、国民、共産） 

（発言者）田村貴昭君（共産） 

 

２ 豪雪地帯対策の充実強化に関する件 

・根本幸典君外５名（自民、立民、維新、公明、国民、共産）から提出された豪雪地帯対策の充実強化

に関する件の決議案について、提出者根本幸典君（自民）から趣旨説明を聴取しました。 

・採決を行った結果、全会一致をもってこれを委員会の決議とすることに決しました。 

（賛成－自民、立民、維新、公明、国民、共産） 

・斉藤国土交通大臣から発言がありました。 

 

（発言者及び主な発言内容） 

 

田村貴昭君（共産） 

 

（１） 本起草案により基本理念を設けるに至った理由及びその意義 

（２） 自力で雪下ろしや除雪ができない者への支援の強化に向けた地方自治体に対する財政支援の見通し 

（３） 除雪作業を行うマンパワー不足の解決方法及び安全装備の普及の見通し 


